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近年の発掘調査の成果にはめざましいものがあります。島根県大社町では出雲大社境内で巨大

木造建築を裏付ける柱根、奈良県明日香村では酒船石遺跡から亀形石造物と石敷き遺構、滋賀県

信楽町では紫香楽京中核施設の発見などの報道は記憶に新しいものです。

人間が住みよい環境を創造するために行われる開発がもたらす、文化財や自然に対する影響は

大きいものがあります。特に埋蔵文化財は普段目に触れることなく地中に包蔵されており、地面

の掘削を前提とし、埋蔵文化財を破壊 してしまう開発と直接に結びつく大きな問題です。

遺跡には、田尻町の先人達のメッセージが埋蔵文化財として託されています。そのメッセージ

を現在の町民、更には未来の町民に伝えてゆかなければなりません。

本書は、平成12年度に下水道管渠埋設に伴い実施した田尻遺跡での発掘調査の成果を収録して

います。この地域の歴史像をさらに豊かにするための資料として活用していただければ幸いです。

概要を報告するに当たり、調査にご協力いただいた地元の方々並びに関係各位にお礼申し上げ

るとともに、今後とも文化財保護にご理解とご協力をお願い申しあげます。

平成13年 3月 80日

泉南郡田尻町教育委員会

教育長 道浦 達久

めじは
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4.調 査の実施にあたっては、武本和仁の参加協力を得.た。
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第 1章 位置と環境

1.田尻町の位置と環境

田尻町は、大阪府の南西部、大阪湾海岸線の

ほぼ中央部に位置する。北東から南東にかけて

は泉佐野市、南西は泉南市に接 し、北西は大阪

湾に面 している。町域の中央部を田尻川が、泉

南市境を樫井川が流れている。町内を海岸線に

並行 して旧街道 (孝 子越街道 )が通っており、

それよりやや内陸部を府道堺阪南線 (旧 国道26

号線 )、 南海本線が通る大阪と和歌山を結ぶ基幹

交通の通過点となっている。本町を形成する地

区は旧来の嘉祥寺・吉見地区と新たに埋立によ

り誕生 したりんくうタウン・空港島の 4地区であ

る。町域は、3.86kご と大阪府下で最も小 さく、

人口も府下で最少の約7,200人 と小 さな町である。 図 1 田尻町位置図

2.遺跡の環境

田尻遺跡は、本町の中央部に標高5m～7mに かけて位置する古墳時代から中世にかけての遺物

散布地である。本遺跡の南西部、泉南市との市境には樫井川が流れており、同河川の旧流路によ

って形成された沖積段丘上に広がっている。本遺跡の南には、弥生中期から古墳時代の遺跡とし

て知られる夫婦池遺跡や弥生時代中期後半の方形周溝墓群の樫井西遺跡などがある。

田尻遺跡がはじめて発掘調査されたのは、昭和59年度に住宅建設に伴う大阪府教育委員会の調

査が最初である。調査の結果、弥生時代後期の濤及び土坑、古墳時代から奈良時代の土坑、中世

の溝及びピットが検出されている。また、昭和62年度、平成6年度にも大阪府教育委員会により

調査がおこなわれ、中世に属すると思われる溝や土坑が検出されている。その後、本町教育委員

会により調査をおこなっているが、いまだに遺跡の内容については、小規模な調査が多いため不

明である。

古代においては、和泉国日根郡賀美郷に属していたと考えられ、中世には「長講堂所領注文」

建久2年 (■91)の記載により吉見荘に含まれていた。

現代、本遺跡は府道堺阪南線 (旧国道2G号線)に隣接し、また南海本線吉見の里駅に近いため、

遺跡周辺部での開発が進みつつある地域である。

第2章 調査の概要

1.調査の契機

今回の調査地は、平成12年度当初の段階では、田尻遺跡として周知されていなかった土地であ



る。平成12年5月 に付近で開発事業があり、現

況が耕作地であったため、まず分布調査を実

施 した。その結果、土師器、瓦器等の破片が

散布 している状況が確認され、付近に中世の

遺跡が存在するものと思われた。その後、 ト

レンチ掘 りによる確認調査を実施 し中世に属

すると思われるピット、土坑を検出し、大阪

府毅育委員会へ遺跡発見届を開発事業者から

届出て田尻遺跡の拡大となった。

田尻遺跡の範囲が拡大された後、本町事業

部が拡大された遺跡の部分で下水道管を埋設

することがわかり、埋蔵文化財の保護につい

て協議した結果、田尻町の依頼を受けて本町

教育委員会が発掘調査を実施することとなっ
図 2 調査地点位置図 (1/5,000)

た。

調査は、平成12年8月 21日 より9月 7日 までの期間、現地調査を実施 した。

2.調査の概要

調査は、今回の下水道管渠築造工事区間のうち、6ヶ 所にlm× 5mの調査区を設定 し、30∬ に
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図 3 調査区設定図
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図 4 Tr.1土層断面図

ついて実施 した。重機により表土を除去

後、途中まで慎重に機械掘削 したのち、

人力により遺構面まで掘削 し、遺物遺構
~~の

検出につとめた。

トレンチ 1

この調査区の層序 は上か ら順に盛土

(層厚約45cm)、 旧耕土 (層厚約 10cm)、



黄灰色砂質土 (約 30cm)、 地山となる。

陶器片が出土している。

トレンチ2

この調査区の層序は上から順に盛土

(層厚約50cm)、 旧耕土 (層厚約15cm)、

黄灰色砂質土 (約 30cm)、 地山となる。

遺物は、須恵器、土師器、瓦器、陶器の

破片が出土している。

遺構は、東西方向にのびる溝を検出し

た。

溝 1 溝の幅は3mを測り、深さは27cm

である。溝の埋積土は上層が灰色砂まじ

る黄灰色砂質土、下層が礫まじりの黄灰

色砂質土である。時期としては中世に属

する遺構であると考えられる。
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図 7 溝 1断面・平面図

トレンチ3

この調査区の層序は上から順に盛土

(層厚約50～ 60cm)、 灰黄色砂 (層厚 、
T P5 600m―

約 10cm)、 暗灰色砂質土 (約 35cm)、

灰オ リーブ色砂質土 (層厚約 10cm)、

地山となる。遺物は包含層中より石器、

須恵器、土師器、瓦器の破片が出土 し

ている。遺構は、土坑 1・ 2、 ピット

1～ 5を検出している。
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土坑 1 トレンチ 3の中央部で検出した土坑で隅丸三

角形状の不定形を呈する。南北長80cm、 東西長50cm、

深さ10cmを測る。遺構の埋積土は灰オリーブ色砂質土

である。遺物は出土していない。

土坑 2 調査区の南部で検出した四角形を呈する土坑

である。検出長45cm、 幅45cm、 深さ2 cmを浪Iる 。遺構の

埋積土は灰オリーブ色砂質土である。遺物は出土して

いない。
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図10 上坑 1・ 2断面 。平面図
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ピット1 調査区の北部で

検出した四角形を呈するピ

ットである。長 さ27cm、 幅

25cm、 深 さ 3 cmを 測る。埋

積土は灰オ リーブ色砂質土

である。遺物は出土 してい

ない。

ビット2 調査区の北部で

検出した円形のピットであ

る。直径25cm、 深 さ 7 cmを

測る。埋積土は灰オリーブ

色砂質上である。遺物は出

土 していない。

ピット3 調査区の中央部

で検出した楕円形のピット

である。検出長35cm、幅45cm、

深 さ10cmを測る。埋積土は
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図1呵  ビット1～5断面・平面図



灰オリーブ色砂質土である。遺物は出土していない。

ビット4 調査区の中央部で検出した楕円形のピットである。検出長35cm、 幅35cm、 深さ6 cmを

測る。埋積土は灰オリーブ色砂質土である。遺物は出上していない。

ビット5 調査区の中央部で検出した円形のピットである。直径35cm、 深さ6 cmを測る。埋積土

は灰オリーブ色砂質上である。遺物は出土していない。

各遺構からは遺物は出土していないが、包含層の遺物の出土状況から察すると、調査区 1と 同

様に中世の頃の遺構であると考えられる。

図12 調査区設定図

トレンチ 4

この調査区の層序は上から順に盛土

(層厚約55cm)、 旧耕土 (層厚約 15cm)、

灰褐色砂質土 (層厚約32cm)、 地山と

なる。調査区の東部は、紡績工場の織

機設置用の基礎により撹乱を受けてい

る。遺物は土師器片が出上 している。

遺構は調査区の西部でピッ ト6。 7、

調査区の東部で土坑 3を検出している。

上坑 3 調査区の東部で検出した北西

から南西方向に主軸をもつ土坑 と思わ

れる。調査区の幅が狭いため、溝の可

能性 もあるが、現報告では、土坑 とし

ておく。東端部は織機設置基礎により

撹苦しされているため規模は不明である。

深 さは25cmを 測 る。遺構の埋積土は、

土坑 3

ピッ ト6

ハ
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灰褐色砂質土である。遺物は出上していない。

図14 Tr.4平面図



図15 土坑 3断面 。平面図

T P 5100m―塑二

1里
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図16 ピット6。 7断面 。平面図

ピット6 調査区の西部で検出した楕円

形のピットである。東西長25cm、 南北長

15cm、 深 さ4cmを 測る。埋積土は灰褐色

砂質上である。遺物は出土していない。

ビットフ 調査区の東部で検出した円形

のピットと思われる。直径35cm、 深さ4

cmを測る。埋積土は灰褐色砂質土である。

遺物は出土していない。

トレンチ 5

この調査区の層序は上から盛土 (層厚

約60cm)、 旧耕土 (層厚約15cm)、 灰褐色

土 (層厚約10cm)、 黄橙色粘質土 (層厚

約8cm)、 灰褐色土 (層厚約20cm)、 地山

である。遺物は、土師器、陶磁器の破片

が出上している。遺構は、粘土採掘坑と

思われる土坑 4・ 5を検出した。

土坑 4 調査区の東半部で検出した北西

から南東方向の主軸をもつ土坑である。

地山面からほぼ垂直に60cm掘削されてい

る。検出した最深部で地山から75cmを浪1

る。埋積土は暗灰褐色砂質上である。
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図17 Tr.5土層断面図
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短期間に掘削されて埋め戻されたようであ

る。

上坑 5 調査区の西半部で検出した土坑 4

と同様の上坑である。地山面から垂直に

100cm以上掘削されている。地表面下 2mを

超えたため、掘削を中断した。埋積土は暗

灰褐色砂質上であり、短期間に掘削されて

埋め戻されたようである。地山の黄橙色粘

質土を採掘したものと考えられる。

土坑 4・ 5と も遺構の時期としては旧耕土床

土の黄橙色粘質上の下層より掘削の痕跡が

認められるので近世か近代のものであると

思われる。

トレンチ 6

この調査区の層序は上から盛土 (層厚約

40～ 50cm)、 旧耕土 (層厚約10～ 20cm)、

黄灰色砂質土 (層厚約15cm)、 褐色砂質土

(層厚約10cm)、 灰褐色砂質土 (層厚約25cm)、

灰黄色粘質土 (層厚約25cm)、 地山である。

遺物は、土師器、瓦器の破片が出上 して

|ゝ る。

遺構は調査区の東端部でピット8を検出

した。

ビット8 調査区の東端部で検出した楕円

形を呈するピットである。長径22cm、 短

径15cm、 深 さ 4 cmを測る。遺構の埋積土

は灰黄色粘質上である。遺物は出土してい

ない。

土坑 5 土坑 6

0            2m

図18 Tr.5平面図
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③黄灰色砂質土              横判/80

④掲色砂質土
⑤灰褐色砂質土
⑥灰黄色粘質土

図19 Tr.6土層断面図
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出土遺物              .

今回の調査では、各調査区から細片の遺物が出土

トレンチ 2出土遺物

2は瓦器碗、 3は土師器鉢、 4・ 5は須恵器杯、

トレンチ 3出土遺物

7は石器剥片、 8は土師質管状土錘である。

している。図示しえたものを掲載している。

6は陶器播鉢、 9は須恵質の平瓦である。



トレンチ 6出土遺物

1は土師器皿である。
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図22 出土遺物

まとめ

今回の調査で、田尻遺跡の中世遺構の広がりについて少しの知見を得ることができた。第 9次

調査において確認された中世遺物包含層により付近に遺構の存在が想定されたが、調査の面積が

小規模であったため、遺構確認はできなかった。今回も前回と同様に小規模な調査ではあったが、

検出された溝、ピット、土坑等の遺構から中世期の田尻遺跡での遺構の広がりの一端を確認でき

たことは成果が大きいといえる。今後、この付近での調査の進展に期待したい。
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田尻遺跡第10次調査 Tr.1全景

田尻遺跡第10次調査 Tr.2全景
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田尻遺跡第10次調査Tr.3全景

田尻遺跡第10次調査Tr.4全景
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田尻遺跡第10次調査 Tr.5全景 (東 より)

田尻遺跡第10次調査 Tr.5全景 (西より)
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10次調査Tr.6全
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田尻遺跡第

田尻遺跡第10次調査出土遺物
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